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本研究で用いる資料とデータは、 2006年 9 月から2008年 9 月にかけて行った現地調査によって得たも
のである。最初の 8 ヶ月は、ブカレスト大学でルーマニア語の習得に努めると共に、図書館や書店を回つ
ての資料収集を行った。その後、ブラショヴ県 F 村に調査地を選定し、 2007年 5 月から約17ヶ月間を
住み込み調査に費やした。
本論の構成



















































F 村では観光地化も進んで、いる。現在の F 村は、「伝統的」な牧畜を続ける人々、賃金収入のみで生計
を立てる人々、観光客、別荘を持つ都市住人など、多様な人々が混在して暮らすようになっている。
続く第 4 章、第 5 章、第 6 章では、現在の F 村の村落社会とゴスポダリエについて、具体的な事例
を扱いながら詳細に記述した。ここまでの第 2 章と第 3 章を地域的、時代的な参照枠として、現在の F
村の変容と持続について論じた。

















































































































































第 4 章から第 6 章においては、調査時点での F村の牧畜とゴスポダリエの現状が詳細に描写される。
第 4 章では、ゴスポダリエの有する家屋や土地などの資源の現況、家畜と家禽の飼養の実情が克明に記
述され、高齢化によって規模を縮小しながらも現代のゴスポダリエが「伝統的J な循環経済の論理に
従って維持され、そこに文化的な価値が見いだされていることが明らかにされる。第 5 章では、「近代的」
な生活を志向してゴスポダリエを放棄する村民、ペンション経営など観光業に携わる人々、そして「牧
歌的」な生活を求めて F村に別荘を建てる都市民の姿が描かれ、特に2000年以降顕著な村落生活の変化
が明らかにされる。第 6 章では、ゴスポダリエの経営体としての独立性の喪失と後継者の不在が土地相
続と老親扶養の形態を変えている状況が分析され、老親の保持するゴスポダリエの維持管理、宗教儀礼
や祝祭の実施、そして老親扶養の担い手が、ゴスポダリエに居住する直系基幹家族から、ゴスポダリエ
を超えたファミリエと呼ばれる合同家族型のネットワークに移行しつつあることが明らかにされる。
結論では、ゴスポダリエによる牧畜は社会主義の影響を受けずに持続したこと、むしろ近年のグロー
バル化の影響がゴスポダリエの衰退と家族構造の変化をもたらしていることが示される。
旧社会主義圏において集団化を経験しなかった農村の農業経営に関する研究は斬新であり、ポスト社
会主義圏の人類学の間隙を埋めるものでる。また、ルーマニア家族の変容に関するデータは、東欧家族
に関する比較家族史研究の発展に寄与するところ大なるものがある。よって、本論文の提出者は、博士
(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
-262-
